
 
 

 

卒業式を間近にして 

 卒業式までもう数えるほどです。入試もひかえているので気が抜けない日々をすごしていることでし

ょう。心から健闘を祈る日々です。 

 ３年生, 残りわずかの熊中での学校生活をどうか元気に過ごしてください。 そして皆さんが３年間や

ってきた「あたりまえ」をやりきって巣立ってください。１，２年生は, ３年生のそんな姿を目にやきつ

けましょう。 

 そして大きな節目には, 保護者の方をはじめ多くの人に支えられてきていることをふりかえり, あら

ためて感謝の気持ちを表す日々を送ってもらいたいと思っています。 

あるクラスの学級通信にこんなことばがありました。 

 「来る「卒業」する日には, たくさんの人におめでとうを言われます。ここまで無事に育ってくれてあ

りがとう。たくさんの経験を積んで, こんなに成長してくれて本当に嬉しい。心からのおめでとうは照

れくさくもあり, でも誇らしくもあるものです。その分, ３月に入ったらぜひ, たくさんの人に「あり

がとう」を言ってくださいね。」 

 春はもうすぐ。                              坂口 直美 

 

組曲「筆の都くまの」 ～１年生 伝承～ 
今年度はコロナウイルス感染症感染予防対策として，第１８代組曲「筆の都くまの」は，２・３年生

のみの披露となりましたが，来年度に向けて１年生が外部講師の「かぶらや」さんから踊り，太鼓，篠

笛のパートをクラス毎に分かれて指導を受けました。生徒はとても真剣に話を聞いて取り組んでいまし

た。これからも伝承され続ける組曲であるために地域の力，外部講師の力，そして教師，生徒の力を結

集していきます。 
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 日 曜 行事等 給食
1 月 ○

2 火 ＳＣ来校 ○

3 水 学校運営協議会 ○

4 木 ○

5 金 ○

6 土

7 日

8 月 選抜Ⅱ １・２年生のみ

9 火 選抜Ⅱ １・２年生のみ

10 水 ○

11 木 ○

12 金 卒業予行 １・２年生のみ

13 土 卒業式 ×

14 日

15 月 13日の振替

16 火
選抜Ⅱ発表
修学旅行①

１年生のみ

17 水 修学旅行② １年生のみ

18 木 修学旅行③ １年生のみ

19 金 選抜Ⅲ願書提出（～22日） １年生のみ

20 土 春分の日

21 日

22 月 １・２年生のみ

23 火 選抜Ⅲ作文面接 １・２年生のみ

24 水 大清掃 １・２年生のみ

25 木 修了式・離退任式（リモート） １・２年生のみ

26 金 ×
27 土
28 日
29 月 ×
30 火 ×
31 水 ×
1 木 ×
2 金 ×
3 土
4 日
5 月 ×
6 火 就任式・始業式 ２・３年生のみ

7 水
入学式
午後から小学校入学式

２・３年生のみ

8 木 ○
9 金 ○
10 土
11 日

３月，４月前半の予定

当面の行事
 

 

【GIGAスクール構想】  

萩生田文部科学大臣から，次のような題名のメッセー 

ジが示されています。  

 

 

 

 

ＩＣＴ機器は，あればすぐに学力向上を図れる“魔法の 

道具”ではありません。生徒の皆さんにとって，より深い 

学びが実現するためには先生方と生徒の皆さん双方が，ど 

うＩＣＴ機器を活用するかがポイントとなります。 

先日，熊野町教育委員会から「タブレット端末の活用 

等について」のプリントを配布しましたが，３月から１ 

２年生にタブレットが配布されます。 

学校で，家庭で活用していく予定です。そのため先生 

方もタブレットの活用に向けて，研修を進めているとこ 

ろです。生徒の皆さんには，ＧＩＧＡスクール構想によ 

るＩＣＴ環境の整備をうまく利用し，これからの力とな 

るよう先生方とともに理解を深め，活用していってもら 

いたいと思います。 

 

【続・生徒会新執行部始動】 

新・執行部のメンバー 

を紹介をします。 

生徒会長：梶山成 

副会長：坂井那雄人 

 副会長：鈴木希乃 

生活：楢﨑楓 

健康美化：湯浅夏妃 
視聴覚：土肥葵 
図書：原知輝 

書記・会計：安江英輔・木村陽奈・中山莉里花・河野輝良 

森島愛・大地夏鈴・小池咲希 

以上，１４名で生徒会執行部として熊野中学校を引っ張 

っていってくれます。 

 現在，生徒会執行部は卒業式に向けて取組をすすめて 

います。 

 

【新入生説明会】 

２月１０日(水)に入学説明会を行いました。１００名 

以上の入学予定者とその保護者の方が来校されました。 

１時間程度の説明会でしたが，学校・生徒会執行部から 

の説明を聞く新入生の態度は，とても熱心な姿でした。 

新学期に新たな仲間としてスタートするのがとても待ち 

遠しく感じられました。 

『子供たち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育

む教育 ICT 環境の実現に向けて ～令和時代のスタン

ダードとしての１人１台端末環境～』 

 


